
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 

 

 
宝塚市向月町 19-5 

2021年 初夏号 （2021年 5月 12日発行） 

那須
な す

 輝
あきら

  院 長 

宝塚第一病院は 1967 年に開設以来、地域から信頼され，人に優しい病院

を目指してという理念をもとに運営を継続してきました。 

この 50 数年間に ICT の発達、AI の登場など日常生活は大きく変わり、

便利になってきております。医療の分野もその流れに合わせて、さらに

日々進歩と変化を遂げていくことが予想されます。また今まさに、新型コ

ロナウィルス感染症により、日常生活様式とともに、診療でも大きな変化

が強いられております。日々変化する医療情勢に的確に順応し、かつ医療

のレベルを進歩させる努力を継続して、地域の皆さまへより良い医療・介

護を届ける理念を醸成させていきたいと思っております。 

 

地域の皆さまに宝塚第一病院があって良かったと思っていただけるように、心のこもった 

レベルの高い医療が提供できるチームを目指していきます。 

引き続きご支援、ご協力を賜りますようなにとぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 この度、医療法人尚和会宝塚第一病院副院長に就任いたしました。 

これまでは整形外科部長として診療を中心に尽力してきましたが、これからはさら

に病院全体を俯瞰しつつ診療がスムーズかつ効率的にすすめられるよう配慮してい

く所存です。 

昨今の医療法人、病院のおかれている状況は、何よりも新型コロナウイルスの蔓延

なしでは語れないでしょう。ソーシャルディスタンスに始まり、リモートワーク、

オンライン面会など人と人とが接する機会が少なくなってきています。しかし、医

療の世界では大昔から「手当て」と言う言葉が使われてきており、これは現代の医

療でもなくてはならないものであり、医療の原点ともいえることだと思います。 
那須
な す

 文章
とものり

 副院長 

また、患者様に対してだけでなく、職員同士においても忘年会や歓迎会などが開催できず、職場での必要

最低限のコミュニケーションだけに終始してしまうため人間関係が希薄になり、これまで何事もなく取

れていた連携がなぜかギクシャクしたものになってしまいがちだと感じています。 

患者様に安心していただけるような「手当て」を施すためには、職員同士のコミュニケーションと連携が

必須であり、それらを実現させるための真髄が尚和会の理念に込められていると考えています。これま

で 50 年以上の間に培われてきた理念をさらに熟成させることができるよう邁進して参りますので、どう

かよろしくお願い申し上げます。 
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   整形外科をご紹介します 
ををご紹介 

4月 1日より赴任しました、脳神経外科の岡田崇志です。 

2019年、宝塚第一病院は日本脳卒中学会における 

一次脳卒中センターに認定されましたので、今後も脳卒中診療を 

ますます充実させて参ります。 

また、脳腫瘍やその他の脳外科疾患についても、大学病院等との連携を常に行っておりますので、 

初期診断や大病院での手術後の経過観察等は当院外来でもおおよそのことが可能です。 

宝塚近辺の地域の皆様が通いやすい病院として、脳神経外科もその努めを果たしてまいりたいと 

思います。どうぞよろしくお願いいたします。           脳神経外科医師 岡田
お か だ

 崇
たか

志
し

 

着任医師のご紹介 

          4 月より小児科に赴任してまいりました立川友博と申します。 

          2011年に兵庫医科大学を卒業後、大学病院を経て昨年度までは 

          西宮にあります明和病院で5年間勤務しておりました。 

          宝塚市は私にとって新天地であり期待に胸を膨らませています。 

専攻はアレルギーですが、それに拘らず広い目でこどもたちと接してまいります。 

地域のご家族が安心して暮らしていただけるよう微力ながらお役に立てればと思っています。 

どうぞよろしくお願いいたします。                   小児科医師 立川
たちかわ

 友
とも

博
ひろ

 

当院の整形外科は、医師（常勤）6人体制で診療を行っています。 

特に外傷、脊椎外科、人工関節、手外科の分野については、新しい

治療法も積極的に取り入れて、患者様によりよい医療を提供でき

るように努力しております。 

          宝塚地域も高齢化が進んでおり、高齢者の転倒による 

          脊椎圧迫骨折、大腿骨骨折での入院も多く受け入れて        

          おります。 
尚和会入社式を 4月 1日に 

行いました。 

今年は密を避けるため、Zoom 

での開催となりました 

                              当院は麻酔科医（常勤）が 2人おり、いつでも 

                              手術できるように備えています。 

状態に合わせてできるだけ早期に治療が開始できるような体制をとっております。 

現在、入院患者のうち約半数が整形外科での入院となっております。 

地域の皆さまに信頼され、安心して治療を受けていただけるような体制をさらに進化させていこうと

日々努めています。 

外傷はもちろん、腰痛、関節の痛み、手足のしびれ・痛み、歩行障害などの症状がある方は 

是非受診してください。 

 

また、早期の治療が必要な

学童期のお子さんの骨折に

ついても積極的に治療を行

っております。 

 

令和3年度 入社式 


